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と手溶接の溶着金属の直応力に対する êO を，実験結果を解析することにより求めた。 その結果引張りを
受ける溶接継手の êO は約 O.2mm で，不j容着部の形状および溶接方法には無関係に，ほぼ一定であるこ
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とが判明した。したがってこのような h の概念は， 溶接継手の切欠きに対しても成立するものであると
いうことをたしかめえた。
次に第 3 章においては，軟鋼および 50kg/mm2 級 I首張力綱の溶接変質部に対して， 小型試験片で回転曲
げ試験を行ない，それらの 。値を求めてみた。すなわち変質部に対する形状的切欠き効果を抽出して êO
を求めるのに都合のよいように，系統的に切欠きの形状を変えた円周切欠き丸棒試験片を用い， 軟鋼およ
び 50kg/mm2 級高張力鋼対にして溶接条件を種々かえた場合について，回転曲げ試験を行ない， 試験結
果を解析することによって，変質部の ε。の値について検討を加えた。 その結果回転曲げ試験によると，
溶接条件や切欠きの形状のいかんをとわず，軟鋼および 50kg/mm2 級高張力鋼の変質部の êO は，いず
れも大体 O.05mm に一定であるということを知った。










また第 2 章と第 3 章とに関連して，本章においてもサア守マージアーク溶接および子溶接の浴着金属のせ
ん断応力に対する êO を，実験結果を解析することにより求めることを試みた。 そのため写像函数を用い
た近似解法により，ルート不溶着部の切欠き効果を考慮して， すみ肉溶接内のせん断応力分布をまず求め，



















第 2 章では，不溶着部を有する基本的溶接継子について， 不溶着部の切欠き効果と組合せ応力に関して
検討を行なっている。すなわち系統的に jレート部切欠き(不溶着部)の形状を変えた突合せ溶接継子試験
片の繰返し引張り試験において，溶接継手線と荷重)J向との角度を変え， 切欠き底に直応力 (a) のみな





















故後にサブマージアーク溶接および子溶接の溶着金属のせん断凶力に対する小距離の値を， 第 2 立およ
び第 3 辛で行なったと同様に実験結果を解析して求めることを試み， その値が第 2 主主の値と全く同一であ
ることをたしかめている。
第 5 章は以上各章において得た結果の要旨を絵括しだものである。
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以上述べたように本論文は各種の欠陥を伴い易い熔接継手の波れ特性， とくに基本的溶接継子および実
際溶接構造物を構成する溶接組立梁について，直応力とせん断応力とが組合されて働く場合の疲れ破壊に
対する応力条件を定量的に求めたものである。
これらの結果は，繰返し荷重を受ける治抜構造の設計に対する有益な基礎資料を捉供するものであっ
て，工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として十分価値のあるものと認める。
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